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『
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る
不
読
段
の
一
考
察

佐

々

木

大

樹

一
、
目
的
と
研
究
経
緯

　

不
読
段
と
は
、
初
学
者
（
特
に
未
灌
頂
の
者
）
が
、
灌
頂
や
観
法
等
の
事
相
に
深
く
関
わ
る
記
事
を
、
み
だ
り
に
読
む
こ
と
を
禁

じ
た
伝
統
で
あ
る
。
空
海
の
主
要
著
作
を
ま
と
め
た
「
十
巻
章
」
で
は
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
下
巻
、『
即
身
成
仏
義
』、『
秘
蔵
宝
鑰
』

下
巻
、『
菩
提
心
論
』
の
四
部
四
巻
に
不
読
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
期
以
降
、
自
由
に
講
義
・
研
究
す
る
風
潮
の

中
で
、
徐
々
に
不
読
段
の
伝
統
は
失
わ
れ
、
現
代
で
は
ほ
ぼ
有
名
無
実
化
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
論
者
は
、
こ
の
よ
う

な
現
状
に
疑
問
を
抱
き
、
不
読
段
の
実
態
を
解
明
す
る
端
緒
と
し
て
、
ま
ず
は
近
現
代
の
諸
学
匠
に
焦
点
を
当
て
、
不
読
段
の
現
状

把
握
に
努
め
た
。

　

▼
拙
論
［
二
〇
一
四
年
］：�「
十
巻
章
の
不
読
段
に
関
す
る
一
考
察
─
近
現
代
の
学
匠
・
著
作
を
中
心
に
─
」�

�

（『
現
代
密
教
』
第
二
五
号
）

　

近
現
代
の
諸
学
匠
は
、
不
読
段
を
自
明
の
伝
統
と
し
て
継
承
し
な
が
ら
も
、
時
代
の
趨
勢
の
中
で
、
解
説
や
訓
読
を
開
示
し
た
こ
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と
が
分
か
っ
た
。
他
方
、
不
読
段
の
細
部
に
注
目
す
る
と
、
不
読
段
の
継
承
方
法
や
範
囲
に
つ
い
て
、
学
匠
に
よ
り
相
違
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

上
記
を
踏
ま
え
、『
十
巻
章
』
の
中
か
ら
『
菩
提
心
論
』
を
選
び
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
ま
で
の
諸
学
匠
が
、
い
か
に
不
読
と
さ

れ
た
「
三
摩
地
段
」
を
扱
っ
て
き
た
の
か
を
編
年
的
に
検
証
し
た
。

　

▼
拙
論
［
二
〇
一
六
］：「『
菩
提
心
論
』
の
不
読
段
に
関
す
る
一
考
察
」（『
現
代
密
教
』
第
二
七
号
）

　

そ
の
結
果
、
不
読
段
の
伝
統
は
、
平
安
期
・
鎌
倉
期
に
遡
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
宗
祖
空
海
は
三
摩
地
段
を
特
別
視

し
た
よ
う
で
あ
り
、
覚
鑁
も
同
内
容
を
小
機
の
者
に
み
だ
り
に
説
い
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る（
１
）。
こ
の
よ
う
な
意
識
を
継
承
し
て

か
、
南
北
朝
以
降
、
杲
宝
や
宥
快
の
注
釈
に
な
る
と
、
三
摩
地
段
の
注
釈
や
講
義
を
省
く
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
不
読
段
が
成
立
、

あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
江
戸
期
に
な
る
と
、
不
読
段
は
修
学
に
関
わ
る
伝
統
と
し
て
広
が
り
、
定
着
し
た
も
の

と
目
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
不
読
段
が
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
初
学
者
・
未
灌
頂
者
や
已
灌
頂

者
の
よ
う
に
、
受
者
の
力
量
、
修
学
の
進
展
度
合
い
に
応
じ
て
、
教
授
の
内
容
に
段
階
を
設
け
た
と
い
う
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
十
巻
章
の
版
本
の
登
場
や（
２
）、

僧
侶
の
養
成
過
程
の
確
立
等
、
複
合
的
な
要
因
が
想
定
さ
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
継
続
研
究
と
し
て
『
即
身
成
仏
義
（
以
下
、
即
身
義
）』
を
取
り
上
げ
、
同
様
の
手
法
に
よ
っ
て
、
平
安
期
か
ら
江

戸
期
に
い
た
る
諸
学
匠
が
い
か
に
不
読
段
を
取
り
扱
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、『
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る
不
読
段
の
範
囲

　
『
即
身
義
』
と
は
、
空
海
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
り
、
真
言
密
教
不
共
の
成
仏
観
と
し
て
「
即
身
成
仏
」
の
理
論
を
明
か
す
書
で
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あ
る
。
同
書
に
は
、
正
本
一
本
と
異
本
六
本
と
が
現
存
す
る
が
、
不
読
の
文
を
有
す
る
の
は
正
本
の
み
で
あ
り（
３
）、「

三
密
加
持
速
疾
顕
」

に
関
す
る
密
教
儀
軌
か
ら
の
証
文
に
集
中
し
て
い
る
。

　

拙
論
［
二
〇
一
四
］
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
不
読
段
と
す
る
範
囲
に
は
広
狭
の
相
違
が
あ
り
、
吉
祥
真
雄
・
小
田
慈
舟
で
は
、『
五

秘
密
儀
軌
』
の
一
か
所
の
み
、
そ
れ
に
対
し
て
髙
井
觀
海
・
那
須
政
隆
で
は
、『
一
字
頂
輪
王
儀
軌
』『
観
智
儀
軌
』
を
加
え
た
四
カ

所
と
し
て
い
る
。

著　

者

解　

説　

書　

名

即
①

即
②

即
③

即
④

髙
井
觀
海

『
即
身
成
仏
義
講
義
』（『
大
蔵
経
講
座
』
一
五
、
一
九
三
四
年
）

○

○

○

○

吉
祥
真
雄

『
即
身
成
仏
義
講
説
』（
一
九
三
四
年
）

○

小
田
慈
舟

『
十
巻
章
講
説
』（
一
九
八
四
年
）

○

那
須
政
隆

『《
即
身
成
仏
義
》
の
解
説
』（
一
九
八
七
年
）

○

○

○

○

【
即
①
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（
時
処
儀
軌
）

此
毘
盧
遮
那
佛
三
字
密
言
共
一
字
無
量
。
適
以
印
密
言
印
心
成
鏡
智
速
獲
菩
提
心
金
剛
堅
固
體
。
印
額
應
當
知
成
平
等
性
智

速
獲
灌
頂
地
福
聚
荘
嚴
身
。
密
語
印
口
時
成
妙
觀
察
智
即
能
轉
法
輪
得
佛
智
慧
身
。
誦
密
言
印
頂
成
成
所
作
智
證
佛
變
化
身

能
伏
難
調
者
。
由
此
印
密
言
加
持
自
身
成
法
界
體
性
智
毘
盧
遮
那
佛
虚
空
法
界
身
。
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【
即
②
】
不
空
訳
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』（
観
智
儀
軌
）

入
法
身
眞
如
觀
一
縁
一
相
平
等
猶
如
虚
空
。
若
能
專
注
無
間
修
習
。
現
生
則
入
初
地
頓
集
一
大
阿
僧
祇
劫
福
智
資
糧
。
由
衆

多
如
來
所
加
持
故
。
乃
至
十
地
等
覺
妙
覺
具
薩
般
若
。
自
他
平
等
與
一
切
如
來
法
身
共
同
。
常
以
無
縁
大
悲
利
樂
無
邊
有
情

作
大
佛
事
。

【
即
③
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
五
秘
密
儀
軌
）

若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
。
及
大
普
賢
金
剛
薩
埵
他
受
用
身
智
。
則
於
現
生
遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨

得
入
曼
荼
羅
。
爲
具
足
羯
磨
以
普
賢
三
摩
地
引
入
金
剛
薩
埵
入
其
身
中
。
籍
加
持
威
徳
力
故
。
於
須
臾
頃
當
證
無
量
三
昧
耶

無
量
陀
羅
尼
門
。
以
不
思
議
法
能
變
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
。
應
時
集
得
身
中
一
大
阿
僧
祇
劫
所
集
福
徳
智
慧
。
則
爲
生
在

佛
家
。
其
人
從
一
切
如
來
心
生
。
從
佛
口
生
。
從
佛
法
生
。
從
法
化
生
得
佛
法
財
。
法
財
者
謂
三
密
菩
提
心
教
法
※
割
注
①
纔
見

曼
荼
羅
能
須
臾
頃
淨
信
。
以
歡
喜
心
瞻
覩
故
。
則
於
阿
頼
耶
識
中
種
金
剛
界
種
子
※
割
注
②
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
號
。
從
此
已

後
受
得
廣
大
甚
深
不
思
議
法
超
越
二
乘
十
地
。
此
大
金
剛
薩
埵
五
密
瑜
伽
法
門
。
於
四
時
行
住
坐
臥
四
威
儀
之
中
無
間
作
意

修
習
。
於
見
聞
覺
知
境
界
人
法
二
空
執
悉
皆
平
等
現
生
證
得
初
地
漸
次
昇
進
。
由
修
五
密
於
涅
槃
生
死
不
染
不
着
。
於
無
邊

五
趣
生
死
廣
作
利
樂
。
分
身
百
億
遊
諸
趣
中
。
成
就
有
情
令
證
金
剛
薩
埵
位
※
割
注
③
。

【
即
④
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
五
秘
密
儀
軌
）

三
密
金
剛
以
爲
増
上
縁
。
能
證
毘
盧
遮
那
三
身
果
位
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撰
述
者
で
あ
る
空
海
が
、
こ
れ
ら
の
証
文
の
不
読
を
意
図
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
共
通
し
て
不
読
と
さ
れ
る
【
即
③
】

の
本
文
に
は
、
三
カ
所
に
割
注
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
儀
礼
に
関
わ
る
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
割
注
は
、
九
～
一
〇
世
紀
頃

と
推
定
さ
れ
る
写
本
『
即
身
成
仏
品（
４
）』（
金
剛
峯
寺
蔵
、
重
要
文
化
財
）
に
も
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
空
海
の
直

弟
子
、
孫
弟
子
の
頃
に
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
仮
に
割
注
も
ま
た
空
海
の
手
に
よ
る
な
ら
ば
、
当
初
、
我
々

が
考
え
る
不
読
段
と
は
異
な
る
状
況
が
あ
っ
た
と
も
想
定
さ
れ
る
。

三
、
資
料
と
方
法
論

　
『
即
身
義
』
は
、
真
言
密
教
の
根
幹
と
な
る
即
身
成
仏
の
理
念
に
つ
い
て
論
証
さ
れ
た
重
要
著
作
で
あ
り
、
そ
の
注
釈
類
は
一
〇

〇
種
以
上
に
上
る（
５
）。

そ
れ
ら
の
中
に
は
披
見
し
が
た
い
写
本
類
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
刊
行
さ
れ
た
主
要
な
注
釈

書
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
下
で
は
、『
即
身
義
』
の
不
読
段
に
関
す
る
記
述
を
編
年
的
に
検
証
し
て
ゆ
く
が
、
便
宜
上
、
平
安
・
鎌
倉
等
の
時
代
区
分
を

採
用
し
た
。『
即
身
義
』
の
注
釈
類
に
つ
い
て
、
撰
述
年
代
と
不
読
段
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
と
次
頁
の
表
と
な
る
。

　

以
降
、
主
に
『
真
言
宗
全
書
（
真
全
）』『
続
真
言
宗
全
書
（
続
真
全
）』
等
の
解
題
を
参
照
し
な
が
ら
、
各
注
釈
の
成
り
立
ち
や

概
要
に
つ
い
て
記
し
、
そ
の
後
に
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
中
の
本
文
【
即
①
②
③
④
】
に
対
す
る
注
釈
の
有
無
、
特
筆
す
べ
き
記
載

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

四
、
平
安
期
の
理
解

　

平
安
期
（
～
一
一
八
三
年
頃
）
に
お
け
る
『
即
身
義
』
の
注
釈
は
多
く
断
片
的
で
あ
り（
６
）、

①
覚
鑁
述
『
即
身
成
仏
義
章
』
の
み
が
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『即身成仏義』注釈類と不読段注釈の有無

不読段を注釈する…●　不読段を注釈するが秘する傾向もある…●　不読段を注釈しない…○

　『即身成仏義』注釈類　／　西暦 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900

平
安
期

空海『即身成仏義』

覚鑁『即身成仏義章』 　●未詳（～1143）

鎌
倉
期

②道範『即身成仏義聞書』 　　　  ●未詳（～1252）

③頼瑜『即身成仏義顕得鈔』 　　　  ●1257年

④頼瑜『即身義愚草』 　　　   ●1269年

南
北
朝
･
室
町
期
等

⑤頼宝述・杲宝記『即身義東聞記』 　　　　  　●1327年

⑥性心『即身義鈔』 　　　　　　〇1345年

⑦宥快『即身成仏義鈔』 　　　　　  　  ●未詳（～1416）

江
戸
期

⑧覚眼『即身成仏義撮義鈔』 　　　　　　　  　　　　　　〇1697年

⑨浄厳『冠註即身成仏義』 　　　　　　　  　　　　　　●1697年

⑩曇寂『即身成仏義私記』 　　　　　　　　　　　　　　　●1727年

⑪亮海『即身成仏義講筵』 　　　　　　　　　 　　　　　　〇1745年

⑫卓義『即身成仏義顕得鈔記』 　　　　　　　　　  　　　  　　 ●1749年

⑬妙瑞『即身成仏義身心帝網鈔』 　　　　　　　　　   　　　　　　〇1757年

⑭周海『即身成仏義述讃』 　　　　　　　　　   　　　　　　 〇1760年
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披
見
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
も
完
本
で
は
な
く
、
後
半
部
を
欠
く
が
、
現
存
部
分
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
特
に
不
読
と
の
意

識
は
読
み
取
れ
な
い
。

①
覚
鑁
述
『
即
身
成
仏
義
章
』
全
一
巻
　

『
興
教
大
師
全
集
』
上
巻
二
四
三
～
二
八
〇
頁（
７
）、『

大
正
蔵
』
七
九
巻
一
頁
八
頁
所
収（
８
）。

　

本
書
は
、
真
言
宗
中
興
の
祖
・
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～

一
一
四
三

）
が
『
即
身
義
』
の
内
容
を
一
六
〇
に
及
ぶ
問
答
体
に
書
き
改
め
、
そ
の
要
諦
を

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
即
身
成
仏
の
証
文
や
六
大
・
四
種
曼
荼
羅
に
つ
い
て
注
釈
し
た
後
、
三
密
の
注
釈
途
中
で
唐
突
に
終
わ
る
こ

と
か
ら
未
完
の
書
、
あ
る
い
は
後
半
部
が
欠
落
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
９
）。「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
の
箇
所
で
は
、【
即
①
②
③
】
の

証
文
に
つ
い
て
問
答
に
よ
っ
て
解
説
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
不
読
と
の
意
識
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い（
（1
（

。

五
、
鎌
倉
期
の
理
解

　

鎌
倉
期
（
～
一
三
三
三
年
頃
）
の
注
釈
類
で
も
、
基
本
的
に
全
文
に
注
釈
が
施
さ
れ
、
不
読
に
関
す
る
明
記
は
見
ら
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
、【
即
③
】
に
含
ま
れ
る
「
具
足
羯
磨
」
の
記
を
め
ぐ
っ
て
、
②
道
範
口
『
聞
書
』
で
は
、
事
相
や
灌
頂
に
関
わ
る
か
ら
詳

細
を
説
く
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
③
頼
瑜
『
顕
得
鈔
』
で
も
「
更
に
問
へ
」
と
し
て
解
説
を
控
え
て
い
る
。
後
世
の
徹
底
し
た
不
読

と
は
異
な
る
た
め
、
い
わ
ば
不
読
の
萌
芽
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

②
道
範
口
『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
全
二
巻（
（1
（

『
続
真
全
』
第
一
七
巻
三
頁
上
段
～
三
七
頁
上
段
所
収
。
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本
書
は
、
正
智
院
道
範
（
一
一
七
八
～

一
二
五
二

）
の
口
述
に
も
と
づ
き
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
、『
即
身
義
』
本
文
を
順
次
引
き
、
後
に
問
答
に
よ

っ
て
意
趣
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
の
箇
所
で
は
、【
即
①
②
③
④
】
の
証
文
を
引
き
な
が
ら
解
説
を
行
っ
て
い
る
が（
（1
（

、
不
読
と
の
様
子
は
見
え

な
い
。
け
れ
ど
も
【
即
③
】
の
途
中
、「
阿
頼
耶
識
中
種
金
剛
界
種
子
」
に
関
す
る
問
答
で
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
見

ら
れ
る
。

　

問
う
、
云
何
が
阿
頼
耶
識
に
於
て
金
剛
界
種
子
を
種
う
と
云
う
や
。

答
う
、
九
識
に
於
い
て
両
部
分
別
す
る
の
時
は
、
胎
蔵
の
第
九
識
な
り
。
理
界
の
故
に
。
金
界
は
第
八
識
な
り
。
智
界
の
故
に
。

仍
っ
て
阿
頼
耶
識
中
に
金
界
種
子
を
種
う
と
云
う
。
此
れ
事
相
の
故
に
委
細
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
此
の
『
金
剛
薩
埵
五
秘
密
瑜

伽
』
等
以
下
は
、
則
ち
五
秘
密
修
行
作
の
得
益
を
明
か
す
。「
超
越
二
乗
十
地
」
已
上
は
、
灌
頂
の
事
を
説
く
な
り（
（1
（

。

　

こ
こ
で
は
【
即
③
】
の
「
若
依
毘
盧
遮
那
仏
」
か
ら
「
超
越
二
乗
十
地
」
に
至
る
文
は
、
灌
頂
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
と
し
、
特

に
「
阿
頼
耶
識
中
に
金
界
種
子
を
種
う
」
と
い
う
文
は
、
事
相
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詳
細
に
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
後
世
の
不

読
段
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
範
囲
は
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
不
読
段
の
萌
芽
と
い
う
べ
き
も
の
と
評
さ
れ
る
。

③
頼
瑜
『
即
身
成
仏
義
顕
得
鈔
』
全
三
巻

『
真
全
』
第
一
三
巻
九
頁
上
段
～
七
七
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
、
新
義
真
言
教
学
の
大
成
者
で
あ
る
頼
瑜
（
一
二
二
六
～

一
三
〇
四

）
が
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
一
二
月
十
一
日
、
三
二
歳
の
時
に

撰
述
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
頼
瑜
は
夢
中
に
現
れ
た
高
僧
か
ら
の
お
告
げ
を
契
機
に
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
冬
、

清
瀧
談
義
の
折
に
本
書
を
再
治
し
、
さ
ら
に
翌
年
七
月
中
旬
に
点
を
移
し
終
え
た
と
記
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、『
即
身
義
』
本
文
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を
順
次
引
い
て
注
釈
を
加
え
る
が
、
特
に
異
本
『
即
身
義
』
や
①
『
即
身
成
仏
義
章
』
等
を
多
用
し
て
い
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
で
は
、【
即
①
②
③
④
】
を
引
い
た
上
で
、
諸
学
匠
の
解
釈
を
交
え
な
が
ら
子
細
な
註
釈
を
施
し
て
い
る（
（1
（

。

『
真
全
』
解
題
で
、「
教
相
不
読
段
も
除
か
ず
全
本
文
を
悉
く
消
釈
」（
五
五
頁
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
不
読
の
様
子
は
見
え
な
い
。

　

し
か
し
、【
即
③
】
の
「
得
入
曼
荼
羅
…
籍
加
持
威
徳
力
故
」
の
注
釈
で
は
興
味
深
い
こ
と
に
、「
得
入
曼
荼
羅
為
具
足
羯
磨
と
は

更
に
問
へ（
（1
（

」
と
記
し
、
解
説
を
控
え
て
い
る
。　

頼
瑜
が
不
読
を
意
図
し
た
の
か
断
定
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
高
野
山
の
妙
瑞
は

同
箇
所
を
不
読
と
解
釈
し
、
ま
た
豊
山
の
周
海
も
ま
た
同
記
事
を
根
拠
に
不
読
に
言
及
し
て
い
る
。

④
頼
瑜
『
即
身
義
愚
草
』
全
二
巻
四
冊（
（1
（

智
山
伝
法
院
新
義
教
学
研
究
会
編
『
即
身
義
愚
草
』（
一
九
九
四
年
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
）
所
収
。

　
「
愚
草
」
と
は
、
伝
法
会
談
義
で
交
わ
さ
れ
た
学
僧
同
士
の
問
答
に
も
と
づ
き
、
頼
瑜
が
編
纂
し
た
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
本
書
は
、

『
即
身
義
』
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
り（
（1
（

、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
七
月
上
旬
、
高
野
山
で
開
か
れ
た
伝
法
会
談

義
に
も
と
づ
き
頼
瑜
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
全
体
に
関
わ
る
問
答
は
、
下
本
か
ら
下
末
に
散
在
す
る
が
、
特
に
不
読
と
さ
れ
た
経
文
に
関
す
る
問
答
を

抽
出
す
る
と
以
下
と
な
る
。

　
【
即
②
】「
頓
集
一
大
阿
僧
祇
劫
」		



　

下
末
「
大
日
経
所
説
三
劫
中
当
初
劫
事
」
問
答

　
【
即
③
】「
於
阿
頼
耶
識
中
種
金
剛
界
種
子
」	

　

下
本
「
爾
殖
金
剛
種
浄
何
可
云
第
八
識
事
」
問
答

　
　
　

					







　

下
末
「
八
識
発
心
六
識
発
心
事
」
の
問
答

　
　
　
　

 「
超
越
二
乗
十
地
」　		



　

下
末
「
行
者
所
得
十
地
事
」「
密
十
地
事
」
問
答
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【
即
④
】「
三
密
金
剛
以
為
増
上
縁
」		



　

下
末
「
唯
縁
非
因
事
」
問
答

　

右
の
よ
う
に
不
読
と
さ
れ
た
証
文
に
つ
い
て
も
重
々
の
問
答
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
不
読
の
様
子
は
看
取
さ
れ
な
い
。
問

答
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
教
相
方
面
か
ら
の
言
及
で
あ
っ
て
、
事
相
の
領
域
に
立
ち
入
っ
た
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
不

読
を
意
識
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
論
義
と
い
う
性
質
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

六
、
南
北
朝
・
室
町
・
安
土
桃
山
期
の
理
解

　

南
北
朝
・
室
町
・
安
土
桃
山
期
（
～
一
六
〇
〇
年
頃
）
の
注
釈
類
で
は
、
学
匠
に
よ
っ
て
多
少
範
囲
は
異
な
る
も
の
の
、【
即
③
】

の
一
部
に
つ
い
て
、
事
相
に
関
わ
る
こ
と
を
理
由
に
秘
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
た
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
⑥
性
心
『
即
身
義

鈔
』
で
あ
り
、
明
確
な
不
読
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
頼
宝
述
・
杲
宝
記
『
即
身
義
東
聞
記
』
全
十
巻

『
続
真
全
』
第
一
七
巻
四
一
頁
上
段
～
二
三
八
頁
下
段
。

　

本
書
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
六
）
か
ら
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
に
か
け
て
、
師
頼
宝
（
一
二
七
九
～

一
三
三
〇
？

）
の
口
説
を
も
と
に（
（1
（

、
若
き

杲
宝
（
一
三
〇
三
～

一
三
六
二

：
初
名
は
弘
基
）
が
高
野
山
一
心
院
・
東
寺
学
頭
坊
に
お
い
て
筆
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
充
実
度
か
ら
白
眉

と
評
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
は
、
本
書
第
八
・
九
に
わ
た
っ
て
お
り（
（2
（

、【
即
①
②
③
④
】
の
い
ず
れ
に
も
詳
細
な
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
即
③
】
の
「
若
毘
盧
遮
那
仏
」
か
ら
「
超
越
二
乗
十
地
」
に
つ
い
て
は
、「
秘
密
の
行
儀
、
委
悉
す
る
こ
と
能
は
ず（
（2
（

」
等
と
あ
る
も

の
の
、
決
し
て
不
読
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
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杲
宝
は
、
同
時
期
に
後
述
す
る
性
心
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
が
、
本
書
は
頼
宝
の
口
説
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
読
段
等
も
含
め
、

性
心
か
ら
の
影
響
は
見
え
な
い（
（2
（

。
杲
宝
に
関
わ
る
『
即
身
義
』
注
釈
書
に
は
、
他
に
『
即
身
成
仏
義
伝
宝
記
』
全
六
巻
や
『
即
身
義

問
答
決
択
』
全
一
巻（
（2
（

、
ま
た
杲
宝
口
述
・
賢
宝
記
『
即
身
義
抄
』
等
が
存
す
る
。

⑥
性
心
『
即
身
義
鈔
』
全
二
巻
四
冊

『
真
全
』
第
一
三
巻
七
九
頁
上
段
～
一
七
一
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
、
教
学
上
人
性
心
（
一
二
八
七
～

一
三
五
七

）
が
、
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
五
月
二
八
日
に
撰
述
し
た
注
釈
書
で
あ
り
、『
即
身
義
』
の

要
文
を
引
い
て
順
次
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
性
心
の
門
下
に
は
、「
東
寺
の
三
宝
」
に
数
え
ら
れ
る
杲
宝
・
賢
宝
（
一
三
三
三
～

一
三
九
八

）
や
本

円
（
一
三
〇
一
～

没
年
不
詳

）
が
集
い
、
東
寺
の
教
学
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
対
す
る
注
釈
は
、
下
本
か
ら
下
末
に
か
け
て
記
載
さ
れ
て
お
り（
（2
（

、
不
読
と
さ
れ
る
【
即
①
②
③
④
】
に

つ
い
て
も
満
遍
な
く
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、『
真
全
』
解
題
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に（
（2
（

、
不
読
に
関
す
る
明
ら
か
な

記
述
が
認
め
ら
れ
る
。　

　
　

後
又
、「
若
毘
盧
遮
那
仏
」
と
云
う
よ
り
「
超
越
二
乗
十
地
」
迄
は
、
事
相
為
る
に
依
り
て
、
之
を
談
ぜ
ず（
（2
（

。

　

こ
の
引
用
文
で
は
、【
即
③
】
前
半
部
に
あ
た
る
「
若
毘
盧
遮
那
仏
」
か
ら
「
超
越
二
乗
十
地
」
に
つ
い
て
、
事
相
の
領
域
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
不
読
と
し
て
お
り
重
要
で
あ
る
。

　

す
で
に
拙
論
［
二
〇
一
六
］
四
七
～
四
九
頁
で
述
べ
た
よ
う
に
、
性
心
は
『
菩
提
心
論
』
の
「
三
摩
地
段
相
承
血
脈
」
に
名
を
連

ね
た
学
僧
で
あ
る
。
現
に
弟
子
で
あ
る
杲
宝
述
『
菩
提
心
論
聞
書
』
に
不
読
の
言
及
が
確
認
さ
れ
、
他
方
、
本
円
『
菩
提
心
論
密
談

鈔
』
で
は
、「
三
摩
地
段
相
承
血
脈
」
を
掲
げ
て
、
三
摩
地
段
の
み
に
特
化
し
た
注
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
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と
め
る
と
、
不
読
段
の
伝
統
は
、
性
心
か
ら
杲
宝
・
本
円
に
至
る
周
辺
で
顕
在
化
し
て
き
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

　

性
心
に
は
本
書
の
他
に
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
十
二
月
十
日
に
撰
述
し
た
『
即
身
義
密
談
鈔
』
全
十
巻
が
あ
る
が
残
念
な
が

ら
実
見
の
機
会
を
得
ず（
（2
（

、
そ
の
代
わ
り
に
賢
宝
撰
『
即
身
義
密
談
鈔
抜
萃
』
二
巻
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た（
（2
（

。
同
書
は
、
正
平
七

年
（
一
三
五
三
）
正
月
六
日
、
山
城
国
の
金
剛
寿
院
で
、
二
十
歳
の
賢
宝
が
性
心
撰
『
密
談
鈔
』
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、『
即

身
義
』
の
内
容
に
沿
っ
て
一
〇
九
の
項
目
を
掲
げ
、
主
に
関
係
す
る
経
論
疏
お
よ
び
先
徳
の
証
文
を
列
記
し
て
い
る
。「
三
密
加
持

速
疾
顕
」
に
関
す
る
項
目
と
し
て
は
、
お
よ
そ
一
七
項
目
が
見
出
さ
れ
た
が（
（2
（

、
特
に
不
読
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

性
心
撰
『
密
談
鈔
』
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑦
宥
快
『
即
身
成
仏
義
鈔
』
全
十
巻（
（3
（

『
真
全
』
第
一
三
巻
一
七
三
頁
上
段
～
三
〇
八
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
、
宥
快
（
一
三
四
五
～

一
四
一
六

）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
述
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
本
書
中
で
は
、『
即
身
義
』
の

本
文
を
順
に
注
釈
し
て
い
く
が
、
広
く
諸
師
の
説
を
引
く
こ
と
か
ら
、
最
も
権
威
を
有
す
る
注
釈
書
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
書
第
八
に
説
か
れ
て
い
る（
（3
（

。【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
は
細
か
く
註

釈
を
行
っ
て
お
り
、
明
ら
か
な
不
読
の
記
載
は
見
え
な
い
が
、【
即
③
】
で
は
五
秘
密
に
関
わ
る
「
則
於
現
生
等
文
」
の
箇
所
で
、「
一
、

已
下
の
事
、
別
に
之
を
書
く
べ
し（
（3
（

」
と
気
に
な
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。「
已
下
の
事
」
が
何
を
指
す
の
か
曖
昧
で
あ
る
が
、
文
脈
か

ら
判
断
し
て
、
灌
頂
や
三
昧
耶
戒
に
付
随
す
る
事
作
法
へ
の
言
明
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
【
即

③
】
の
「
此
大
金
剛
薩
埵
等
文
」
の
箇
所
で
も
、
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
の
深
旨
を
明
か
し
た
後
、「
五
密
の
事
、
委
細
別
に

之
を
書
く
べ
し（
（3
（

」
と
記
し
て
い
る
。
拙
論
［
二
〇
一
六
］
四
九
頁
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宥
快
は
『
菩
提
心
論
鈔
』
で
三
摩
地
段
を
省
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略
す
る
こ
と
か
ら
、
教
相
と
事
相
を
分
け
て
考
え
、
事
作
法
に
関
係
す
る
記
事
を
秘
す
る
意
識
が
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

七
、
江
戸
期
の
理
解

　

江
戸
期
（
～
一
八
六
七
年
頃
）
に
な
る
と
、
自
明
の
伝
統
と
し
て
不
読
が
行
わ
れ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
た
が
、
不
読
の
範
囲
に
つ

い
て
は
異
説
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。【
即
③
】
に
含
ま
れ
る
「
具
足
羯
磨
」
に
限
定
し
て
不
読
を
設
け
る
理
解
も
あ
れ
ば
、
⑧

覚
眼
『
撮
義
鈔
』
の
よ
う
に
、【
即
①
②
③
④
】
の
全
て
を
不
読
と
す
る
解
釈
も
確
認
さ
れ
た
。
特
に
覚
眼
の
解
釈
は
、
後
に
智
山

の
亮
海
に
も
継
承
さ
れ
、
後
世
、
髙
井
觀
海
や
那
須
政
隆
も
ま
た
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

智
山
書
庫
所
蔵
『
即
身
義
』（
堅
康
本
・
弘
現
本（
（3
（

）
に
よ
っ
て
、
江
戸
期
の
修
学
実
態
を
探
る
と
、
い
ず
れ
も
四
つ
の
証
文
を
不

読
と
し
て
お
り
、
⑧
覚
眼
『
撮
義
鈔
』
の
影
響
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
。

▲
故
経
云
と
は
、『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
の
文
な
り
。
此
れ
よ
り
已
下
引
証
の
三
経
の
文

は『
時
処
軌
』『
観
智

軌
』『
五
秘
密
軌
』、
事
相
の
秘
奥
を
説
く
が
故
に
教
相
の
講
筵
に
は
談
を
省
い
て
之
を
略
す（
（3
（

。

　

不
読
と
記
載
す
る
一
方
で
、
朱
で
四
声
点
を
修
正
し
、
詳
細
な
解
説
が
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
読
段
の
伝
統
を
継
ぎ
な
が
ら
も
、

実
際
に
は
素
読
や
講
義
等
が
行
わ
れ
た
か
、
少
な
く
と
も
読
み
方
や
解
説
の
書
写
が
許
さ
れ
た
と
い
う
実
態
が
看
取
さ
れ
る
。

⑧
覚
眼
『
即
身
成
仏
義
撮
義
鈔
』
全
二
巻

『
智
山
全
書
』
第
八
巻
五
～
三
六
頁
所
収
、
福
田
亮
成
『
国
訳　

即
身
成
仏
義
撮
義
鈔
（
覚
眼
撰
）』。

　

本
書
は
、
智
積
院
第
十
一
世
能
化
の
覚
眼
（
一
六
四
三
～

一
七
二
五

）
が
、
初
学
の
末
徒
に
た
め
に
著
し
た
『
十
巻
章
撮
義
鈔
』
の
一
本
で
あ
り
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
頃
に
撰
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
書
下
巻
鈔
八
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
教
相
の
場

に
お
い
て
講
義
を
省
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

△
故
経
云
等
已
下
は
三
密
加
持
速
疾
顕
の
引
証
な
り
。
此
の
中
に
初
め
に
経
云
と
は
、『
一
字
頂
輪
王
儀
軌
』
を
、
次
に
又
云
と

は
『
観
智
儀
軌
』
を
証
し
、
後
に
又
云
と
は
『
五
秘
密
儀
軌
』
を
引
く
。
此
の
中
に
又
た
初
に
は
始
め
の
文
を
引
き
て
註
釈
し
、

後
に
又
云
と
は
『
五
秘
密
軌
』
の
終
の
文
を
証
す
。
此
の
引
証
の
文
段
は
秘
密
の
奥
義
を
述
ぶ
る
故
に
、
教
相
の
講
筵
に
は
講

を
省
い
て
談
ぜ
ず（
（3
（

。

　

従
前
の
釈
で
は
広
狭
の
差
は
あ
れ
ど
も
、【
即
③
】
の
み
を
不
読
と
す
る
の
に
対
し
て
、
覚
眼
は
【
即
①
②
③
④
】
を
一
括
し
て

不
読
段
と
定
め
る
が
、
こ
れ
が
い
か
な
る
伝
に
よ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
髙
井
觀
海
・
那
須
政
隆
等
の
智
山

の
学
匠
が
、『
即
身
義
』
の
不
読
段
を
広
く
四
つ
設
け
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
覚
眼
の
説
を
踏
襲
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
浄
厳
『
冠
註
即
身
成
仏
義
』
全
二
巻（
（3
（

　

本
書
は
、
浄
厳
（
一
六
三
九
～

一
七
〇
二

）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
注
釈
書
で
あ
り
、『
即
身
義
』
本
文
に
対
し
て
「
冠
註
」
と
い
う
形
で
仔
細
な
解

説
を
施
し
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
浄
厳
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
春
頃
よ
り
本
書
を
書
き
始
め
、
し
ば
し
ば
中
断
し
な
が

ら
も
、
同
十
年
（
一
六
九
七
）
の
冬
、
五
十
九
歳
で
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
翌
年
（
一
六
九
八
）
に
は
、
前
川
茂
右
衛
門
等

に
よ
っ
て
書
肆
よ
り
版
本
が
出
さ
れ
、
広
く
流
通
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
書
下
巻
に
含
ま
れ
る
が（
（3
（

、
全
体
的
に
【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
細
か
な
解
説
が

な
さ
れ
て
お
り
、
不
読
の
明
記
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、【
即
③
】
の
う
ち
、
灌
頂
と
深
く
関
わ
る
「
纔
見
曼
荼
羅
…
種
金
剛
界
種
子
」

お
よ
び
「
具
受
灌
頂
受
職
…
超
越
二
乗
十
地
」
で
は（
（3
（

、
他
箇
所
に
比
し
て
明
ら
か
に
説
明
が
簡
素
で
あ
り
、
不
読
段
を
意
識
し
た
の
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か
、
必
要
最
小
限
の
説
明
に
留
め
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。

⑩
曇
寂
『
即
身
成
仏
義
私
記
』
全
五
巻

『
真
全
』
第
一
三
巻
三
〇
九
頁
上
段
～
四
六
四
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
、
山
城
五
智
山
の
学
僧
で
あ
る
曇
寂
（
一
六
七
四
～

一
七
四
二

）
が
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
十
一
月
十
四
日
に
書
き
上
げ
た
注
釈

で
あ
る
。
冒
頭
で
曇
寂
は
、
過
去
に
『
即
身
義
』
の
講
義
を
聞
い
て
疑
念
を
抱
い
た
こ
と
を
述
懐
し
、
教
え
の
妙
味
を
広
く
人
々
に

味
あ
わ
せ
た
い
と
の
執
筆
動
機
を
明
か
し
て
い
る
。
大
意
・
題
目
を
解
説
し
た
後
、
⑥
『
東
聞
記
』
等
の
証
文
を
引
き
な
が
ら
、
本

文
を
詳
細
に
注
釈
し
て
い
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
注
釈
は
、
本
書
第
四
に
含
ま
れ
る
が（
（4
（

、【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
細
か
く
解
説
し
て
い
る
。
特

に
【
即
③
】
の
注
釈
内
容
を
見
る
と
、
灌
頂
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
様
々
な
経
論
を
引
い
て
解
説
し
て
お

り
、
不
読
の
様
子
は
見
え
な
い
。
同
じ
智
山
の
学
匠
で
あ
っ
て
も
先
述
の
覚
眼
や
、
後
の
亮
海
と
は
全
く
異
な
る
態
度
と
い
え
る
が
、

あ
る
い
は
「
私
記
」
と
い
う
性
質
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑪
亮
海
『
即
身
成
仏
義
講
筵
』
全
三
巻

『
智
山
全
書
』
第
八
巻
三
七
九
～
四
一
一
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
智
山
の
学
匠
で
あ
る
亮
海
（
一
六
九
八
～

一
七
五
五

）
が
、
弘
法
大
師
へ
の
報
恩
の
念
か
ら
十
巻
章
全
編
の
講
演
を
誓
い
、
延
亨
二
年
（
一

七
四
五
）
十
二
月
、
調
月
村
の
大
歳
大
明
神
内
の
神
宮
寺
に
お
い
て
、
百
余
人
の
僧
を
集
め
て
講
義
し
た
も
の
の
抄
録
で
あ
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
で
引
用
し
た
内
容
は
、
多
く
事
相
の
領
域
に
入
り
こ
み
、
本
来
面
受
口
決
を
要
す
る
こ
と
を
理
由
に
不
読
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と
し
て
い
る
。

△
故
経
云
等
以
下
は
、
四
ヶ
処
の
経
文
を
引
き
て
、
速
疾
顕
の
義
を
証
す
。
下
よ
り
「
証
毘
盧
遮
那
三
身
果
位
」
に
至
て
の
四

の
引
証
の
経
文
は
、
且
く
講
談
を
閣
く
。
其
の
故
は
、
以
下
の
引
証
の
経
文
の
中
に
は
、
事
相
門
に
入
り
て
面
受
口
決
す
べ
き

こ
と
多
き
故
に
、
教
相
顕
露
の
談
儀
を
制
す
撮
義
抄
下
の
十
五
丁

左
に
弁
ず
る
が
如
し

。
有
る
師
の
云
わ
く
、
野
山
に
は
下
の
『
五
秘
密
儀
軌
』
以
下
の
御
引

証
を
講
ぜ
ず
と
云
（々
（4
（

。

　

本
書
で
は
、【
即
①
②
③
④
】
の
四
文
全
て
を
不
読
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
先
述
の
⑧
覚
眼
『
撮
義
鈔
』
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
高
野
山
の
異
説
と
し
て
、『
五
秘
密
儀
軌
』
以
下
の
証
文
、
す
な
わ
ち
【
即
③
】
等
を
不
読
と
す
る
伝
承
を
記
し
て
お
り
注

目
さ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
⑦
宥
快
『
即
身
成
仏
義
鈔
』
に
明
確
な
不
読
の
指
示
は
見
ら
れ
な
い
が
、
遅
く
と
も
江
戸
中
期
の
高
野

山
に
、【
即
③
】
等
を
不
読
と
す
る
伝
が
あ
っ
た
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

　
　

△
又
云
入
法
身
等
、『
観
智
儀
軌
』
の
文
…
（
中
略
）
…

　
　

△
又
云
若
依
毘
盧
等
、
此
れ
『
五
秘
密
儀
軌
』
の
文
な
り
。

△
如
是
経
等
皆
説
と
は
、
以
下
は
上
来
所
引
の
経
文
の
意
を
惣
釈
し
、
速
疾
の
義
を
結
成
す
。
等
と
は
、
向
内
、
向
外
の
二
義

妨
げ
無
き
な
り（
（4
（

。

　

続
き
で
は
、
不
読
で
あ
る
こ
と
か
ら
、【
即
②
③
④
】
の
出
典
の
み
を
明
か
し
、
以
上
の
四
文
は
、「
速
疾
顕
」
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
証
文
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

⑫
卓
義
『
即
身
成
仏
義
顕
得
鈔
記
』
全
三
巻

『
豊
山
全
書
』
第
七
巻
三
頁
上
段
～
二
〇
七
頁
下
段
所
収
。
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本
書
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
豊
山
勧
学
院
で
③
頼
瑜
『
顕
得
鈔
』
の
講
演
談
義
が
開
か
れ
た

時
、
豊
山
の
学
僧
で
あ
る
卓
義
（
生
没
年
不
詳
）
が
記
し
た
③
の
注
釈
書
で
あ
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
記
載
は
中
巻
の
二
に
含
ま
れ
る
が
、【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
も
様
々
な
経
論
・
注
釈
を
引
き

な
が
ら
多
様
な
問
答
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
不
読
等
の
制
約
は
読
み
取
れ
な
い（
（4
（

。
頼
瑜
が
③
『
顕
得
鈔
』
で
、
羯
磨
に
つ
い
て
「
更

に
問
へ
」
と
述
べ
た
こ
と
に
関
し
て
、
三
昧
耶
戒
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、「
一
々
の
作
法
、
秘
密
の
行
儀
、
別
に
之
在
り（
（4
（

」

と
記
し
て
い
る
。

⑬
妙
瑞
『
即
身
成
仏
義
身
心
帝
網
鈔
』
全
二
巻（
（4
（

『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
四
一
頁
上
段
～
三
〇
二
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
、
高
野
山
の
学
僧
で
あ
る
妙
瑞
（
一
六
九
六
～

一
七
六
四

）
が
記
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
一

〇
月
一
九
日
に
、
妙
瑞
は
八
幡
山
横
坊
に
お
い
て
『
即
身
義
』
を
講
演
し
、
そ
の
余
暇
に
本
書
を
執
筆
し
は
じ
め
、
一
二
月
一
〇
日

に
草
稿
が
完
成
、
翌
年
一
月
二
五
日
に
久
米
寺
東
塔
院
に
お
い
て
浄
書
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
七
門
に
分
け
て
概
要
を
示
し
た
後
、
本
文
解
説
に
入
る
が
、「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
の
【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
も

満
遍
な
く
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る（
（4
（

。
し
か
し
、【
即
③
】
に
含
ま
れ
る
「
具
足
羯
磨
」
の
箇
所
で
は
、
一
転
し
て
不
読
の
指
示
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
「
具
足
羯
磨
」
と
は
、『
禅
要
』
及
び
『
戒
序
』
に
広
く
説
く
が
如
し
。
此
の
下
の
行
相
、
未
灌
頂
の
人
に
向
か
い
て
説
く
こ

と
勿
れ
。
仏
祖
、
深
く
誡
む
。
是
の
故
に
今
略
す（
（4
（

。
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⑭
周
海
『
即
身
成
仏
義
述
讃
』
全
二
巻

『
豊
山
全
書
』
第
八
巻
三
頁
上
段
～
七
四
頁
下
段
所
収
。

　

本
書
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
豊
山
の
学
僧
で
あ
る
周
海
（
一
七
〇
五
～

一
七
八
九

）
が
、
武
州
鷲
宮
大
乗
院
に
お
い
て
著
し
た
も
の
で
、
七

門
に
分
け
て
解
説
注
釈
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
記
載
は
本
書
下
巻
に
含
ま
れ
る
が
、【
即
①
②
③
④
】
に
つ
い
て
も
、
頼
瑜
を
は
じ
め
と
す
る
諸

師
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。

　

た
だ
、【
即
③
】
の
一
部
、「
為
具
足
羯
磨
…
無
量
陀
羅
尼
門
」
に
関
す
る
「
羯
磨
」
の
注
釈
で
は
、
不
読
に
つ
い
て
も
言
及
し
、

「
今
此
の
作
法
は
、
別
に
之
有
り
。
教
相
の
談
に
は
之
を
止
む
。
故
に
瑜
公
、
更
に
問
へ
と
云
い
て
述
せ
ず（
（4
（

」
と
記
し
て
い
る
。
周

海
は
、
羯
磨
の
作
法
内
容
を
不
読
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
先
述
の
③
頼
瑜
『
顕
得
鈔
』
を
挙
げ
て
お
り
、
不
読
の
傾
向
は
⑬
妙
瑞
『
身

心
帝
網
鈔
』
と
等
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

八
、
小
結

　

本
論
で
は
、『
即
身
義
』
に
関
わ
る
主
要
な
注
釈
一
四
種
類
を
集
め
、
真
言
の
諸
学
匠
が
不
読
の
範
囲
を
い
か
に
設
け
、
ま
た
そ

の
根
拠
を
何
に
求
め
た
の
か
を
編
年
的
に
探
っ
て
き
た
。
拙
論
［
二
〇
一
四
］
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
近
代
以
後
の
諸
学
匠
に
お
い

て
、『
即
身
義
』
の
不
読
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
広
狭
の
異
説
が
あ
り
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
も

課
題
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
『
即
身
義
』
の
著
者
で
あ
る
空
海
自
身
に
不
読
の
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
平
安
期
の
①
覚
鑁
述
『
即
身
成
仏
義
章
』
に
も

不
読
の
記
事
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
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鎌
倉
期
で
は
、
依
然
不
読
に
関
す
る
明
文
は
な
い
も
の
の
、【
即
③
】
に
含
ま
れ
る
「
具
足
羯
磨
」
の
記
を
め
ぐ
っ
て
、
②
道
範

口
『
義
聞
書
』
で
は
、
事
相
や
灌
頂
に
関
わ
る
か
ら
詳
細
を
説
く
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
③
頼
瑜
『
顕
得
鈔
』
で
も
「
更
に
問
へ
」

と
し
て
解
説
を
控
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
明
ら
か
な
不
読
と
は
言
え
な
い
が
、『
即
身
義
』
に
灌
頂
等
の
事
相
が
含
ま
れ
る

と
い
う
共
通
認
識
が
読
み
取
ら
れ
、
い
わ
ば
不
読
段
の
萌
芽
の
段
階
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

南
北
朝
・
室
町
・
安
土
桃
山
期
に
な
る
と
、
⑥
性
心
『
即
身
義
鈔
』
の
よ
う
に
、【
即
③
】
の
一
部
に
つ
い
て
事
相
に
関
わ
る
こ

と
を
理
由
に
談
じ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
明
ら
か
な
不
読
が
看
取
さ
れ
た
。
拙
論
［
二
〇
一
六
］
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
性
心
は

不
読
の
伝
統
と
深
く
関
わ
る
僧
で
あ
り
、
今
後
そ
の
周
辺
を
重
点
的
に
調
べ
て
ゆ
き
た
い
。

　

②
③
を
経
て
、
⑥
『
即
身
義
鈔
』
以
降
に
顕
在
化
し
た
不
読
段
は
、
左
表
の
ご
と
く
範
囲
は
様
々
な
が
ら
も
、【
即
③
】
す
な
わ

ち
『
五
秘
密
儀
軌
』
の
一
文
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

資
　
料

【
即
③
】
の
う
ち
事
相
と
の
関
わ
り
や
不
読
段
が
想
定
さ
れ
た
文

⑤
⑥
⑦

「
若
依
毘
盧
遮
那
仏
」
か
ら
「
超
越
二
乗
十
地
」
に
至
る
灌
頂
儀
礼
全
般
。

③
⑬
⑭

「
現
生
遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨
得
入
曼
荼
羅
。
為
具
足
羯
磨
」
の
特
に
「
具
足
羯
磨
」。

②
⑨

「
纔
見
曼
荼
羅
」
か
ら
「
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
号
」
に
至
る
灌
頂
儀
礼
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
に
対
し
、
⑧
覚
眼
『
撮
義
鈔
』
で
は
従
前
と
は
全
く
異
な
り
、【
即
①
②
③
④
】
の
全
て
を
不
読
と
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
智
山
の
学
匠
で
あ
る
髙
井
觀
海
や
那
須
政
隆
が
広
く
不
読
を
設
け
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
覚
眼
の
理
解
を

踏
襲
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
主
要
な
『
即
身
義
』
注
釈
し
か
扱
え
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
版
本
・
写
本
類
も
含
め
て
精
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査
し
、
不
読
段
の
歴
史
の
空
白
部
を
埋
め
て
ゆ
き
た
い
。

註（
１
）
拙
論
［
二
〇
一
六
］
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
覚
鑁
は
『
一
期
大

要
秘
密
集
』
で
、
三
摩
地
段
の
内
容
に
つ
い
て
小
機
の
者
に
み
だ
り

に
説
く
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

「
三
に
三
摩
地
の
菩
提
心

　

夫
れ
応
化
の
如
来
も
秘
し
て
談
た
ま
は
ず
。
伝
法
の
菩
薩
も
置
て

論
ぜ
ず
。
自
性
法
身
の
大
日
如
来
の
み
自
眷
属
と
与
に
、
各
お
の
三

密
を
説
た
ま
ふ
て
自
受
法
楽
す
る
甘
露
醍
醐
な
り
。
是
を
秘
密
荘
厳

心
と
名
く
。
小
機
の
為
に
は
一
字
を
も
説
く
こ
と
勿
れ
。
若
し
疑
心

を
作
さ
ば
無
間
の
人
と
為
ら
む
。
信
男
・
信
女
、
当
に
此
の
法
を
学

ぶ
べ
し
」（『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
一
二
〇
四
頁
）

（
２
）
水
原
堯
栄
『
高
野
板
の
研
究
』（
一
九
三
二
年
）、
赤
塚
祐
道
「
中
世

根
来
寺
に
お
け
る
開
版
事
業
」（
二
〇
一
七
年
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

六
六
─
一
）
等
を
参
照
し
た
。

（
３
）
松
﨑
恵
水
『
平
安
密
教
の
研
究
─
興
教
大
師
覚
鑁
を
中
心
と
し
て
─
』

（
二
〇
〇
二
年
）
等
に
よ
れ
ば
、　

異
本
『
即
身
義
』
は
、
空
海
に
仮

託
さ
れ
る
形
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
平
安
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

異
本
の
一
お
よ
び
四
～
六
に
三
密
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、

後
世
、
不
読
と
さ
れ
た
証
文
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
検
討
す
べ

き
資
料
か
ら
除
い
た
。

（
４
）『
即
身
成
仏
品
』
の
影
印
は
、『
弘
法
大
師
真
蹟
全
集
』
縮
印
（
一
九

七
五
年
）
四
五
二
～
四
五
七
頁
に
収
載
。
同
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い

て
は
、『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
集
三
三
〇
～
三
三
一
頁
の
解
説

を
参
照
し
た
。

（
５
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
八
巻
二
五
〇
～
二
五
九
頁
「
撰
述
書
の
諸

本
と
注
釈
書
一
覧
」
は
、『
即
身
義
』
の
注
釈
書
と
し
て
九
八
種
を
挙

げ
、
さ
ら
に
著
作
年
代
不
明
な
も
の
が
三
〇
種
ほ
ど
あ
る
と
し
て
い
る
。

他
に
粕
谷
隆
宣
「「
十
巻
章
」『
秘
蔵
宝
鑰
』『
十
住
心
論
』
関
係
文
献

目
録
」（
大
澤
聖
寛
『
空
海
思
想
の
研
究
』
所
収
）
も
参
照
し
た
。

（
６
）
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
海
慧
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
密
宗
要

决
鈔
』
に
は
、
済
暹
の
『
即
身
成
仏
証
拠
問
答
抄
』
の
一
部
が
引
か

れ
る
が
（『
真
全
』
第
一
七
巻
一
一
五
頁
上
段
～
一
一
六
頁
下
段
）、

不
読
に
関
わ
る
記
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
堀
内
規
之
『
済

暹
教
学
の
研
究
』
五
六
五
～
五
六
八
頁
（
註
五
）
に
は
、
訓
読
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）『
興
教
大
師
全
集
』
所
収
の
『
即
身
成
仏
義
章
』
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば

東
寺
観
智
院
所
蔵
の
南
北
朝
期
頃
の
写
本
を
底
本
、
長
谷
寺
所
蔵
、

良
誉
の
所
持
本
と
対
校
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

（
８
）
塚
本
賢
暁
『
国
訳
密
教
（
論
釈
第
一
）』
五
一
七
～
五
四
八
頁
に
『
即

身
成
仏
義
章
』
の
国
訳
が
収
録
さ
れ
る
。
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（
９
）
福
田
亮
成
「
興
教
大
師
の
『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
章
』
考
」（『
興
教

大
師
八
百
五
十
年
御
遠
忌
記
念
論
集
：
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』
一
九

九
二
年
、
春
秋
社
）
五
一
五
頁
で
は
、
即
身
成
仏
の
証
文
お
よ
び
六

大
・
四
種
曼
荼
羅
・
三
密
の
四
つ
の
主
題
に
限
定
さ
れ
た
注
釈
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
三
密
の
途
中
③
「
変
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
」

で
唐
突
に
本
文
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄

山
閣
、
一
九
九
八
年
）
七
四
三
頁
で
、
橘
信
雄
は
未
完
結
の
作
品
、

あ
る
い
は
伝
承
過
程
で
後
欠
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
１０
）『
興
教
大
師
全
集
』
上
巻
二
六
九
～
二
七
九
頁
。

（
１１
）
道
範
に
関
わ
る
注
釈
と
し
て
、
他
に
『
即
身
成
仏
義
鈔
』
全
一
巻
が

現
存
す
る
。
智
山
書
庫
に
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
、
覚
門

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
が
収
蔵
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
論

執
筆
ま
で
に
披
見
し
え
な
か
っ
た
。
な
お
『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

第
一
巻
四
九
三
頁
に
記
載
さ
れ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
嘉
禄
元

年
（
一
二
二
五
）
一
一
月
一
五
日
、
勝
蓮
花
院
御
所
で
の
談
義
に
関

す
る
聞
書
で
あ
り
、
特
に
「
三
密
加
持
」
以
下
の
内
容
が
含
ま
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

（
１２
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
三
頁
上
段
～
二
七
頁
下
段
。

（
１３
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
五
頁
上
段
～
下
段
。

（
１４
）『
真
全
』
第
一
三
巻
四
七
頁
下
段
～
五
七
頁
下
段
所
収
。

（
１５
）『
真
全
』
第
一
三
巻
五
一
頁
下
段
。

（
１６
）
賴
瑜
に
は
、『
即
身
義
別
記
』
一
巻
（
成
立
年
不
明
）
も
あ
る
が
未
見

で
あ
る
。

（
１７
）『
頼
瑜
─
そ
の
生
涯
と
思
想
』（
智
山
伝
法
院
選
書
七
）
一
八
五
～
一

八
九
頁
（
小
林
靖
典
担
当
項
）
参
照
。

（
１８
）
⑤
『
東
聞
記
』
の
他
、
頼
宝
口
述
と
し
て
了
賢
記
『
即
身
成
仏
義
体

大
東
聞
記
』（
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
）
が
現
存
す
る
が
実
見
の
機
会
を

得
な
か
っ
た
。
同
書
を
検
討
で
き
れ
ば
、
頼
宝
か
ら
杲
宝
の
相
承
内

容
に
つ
い
て
厳
密
な
考
証
が
可
能
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
⑤
『
東

聞
記
』
を
根
拠
と
し
て
、
頼
宝
に
不
読
の
考
え
が
な
か
っ
た
と
暫
定

的
に
考
え
て
お
き
た
い
。

（
１９
）『
続
真
全
』
解
題
六
九
頁
参
照
。

（
２０
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
一
七
九
頁
上
段
～
二
一
四
頁
上
段
。

（
２１
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
〇
一
頁
上
段
。

（
２２
）『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
杲
宝
が
性
心
に
師
事
し
た
の
は
正
中
年

間
（
一
三
二
四
～
一
三
二
六
）
頃
と
さ
れ
る
。『
真
全
』
解
題
で
は
、

「
尤
も
杲
宝
法
印
の
名
著
即
身
義
東
聞
記
は
未
だ
二
十
二
歳
の
青
年
時

代
に
頼
宝
法
印
の
口
説
を
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
書
に
於

て
は
性
心
上
人
の
影
響
は
見
い
だ
さ
れ
ぬ
」（
五
七
～
五
八
頁
）
と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
読
段
に
関
す
る
影
響
も
見
え
な
い
。

（
２３
）『
即
身
義
問
答
決
択
』
全
一
巻
は
、
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、
三
十

五
歳
の
杲
宝
が
東
寺
西
院
僧
坊
に
お
い
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
注
28
参
照
）。
奥
書
に
は
、

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
六
月
一
五
日
に
賢
賀
が
修
治
し
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
五
十
九
日
（
十
三
日
）
か
ら
唐
突
に
始
ま
り
、

第
六
十
四
日
（
十
八
日
）
で
終
わ
り
、『
即
身
義
』
に
関
す
る
問
答
も

限
定
的
な
内
容
で
あ
る
た
め
、
完
本
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
現
存

文
章
か
ら
は
、
特
に
不
読
段
に
関
す
る
情
報
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
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き
な
か
っ
た
。

（
２4
）『
真
全
』
第
一
三
巻
一
四
五
頁
下
段
～
一
五
八
頁
上
段
。

（
２5
）『
真
全
』
解
題
に
は
、「
又
云
若
毘
盧
遮
那
仏
か
ら
超
越
二
乗
十
地
ま

で
の
五
秘
密
儀
軌
の
引
用
文
は
、
事
相
に
談
ぜ
ず
と
云
ひ
、
教
相
不

読
段
と
定
め
、
釈
し
て
い
な
い
」（
五
七
頁
）
と
あ
る
。

（
２6
）『
真
全
』
第
一
三
巻
一
五
三
頁
上
段
。

（
２７
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
八
巻
二
五
四
頁
で
は
、
著
述
翌
年
の
観
応

元
年
（
一
三
五
〇
）
書
の
写
本
が
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
所
蔵
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
２８
）
賢
宝
撰
『
即
身
義
密
談
鈔
抜
萃
』
の
本
奥
書
の
賢
宝
に
よ
る
撰
述
の

経
緯
に
続
い
て
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
賢
賀
が
書
写
し
、
東

寺
金
剛
蔵
の
『
即
身
義
密
談
鈔
』
十
巻
に
よ
っ
て
朱
点
を
加
え
、
修

訂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
賢
賀
は
ま
た
『
抜
萃
』
に
つ
い
て

「
類
無
き
秘
本
な
り
。
他
見
を
許
す
勿
れ
」
と
も
評
し
て
い
る
。

	

　

な
お
同
書
お
よ
び
前
述
の
杲
宝
撰
『
即
身
義
問
答
決
択
』
に
つ
い

て
は
、
大
正
大
学
・
堀
内
規
之
教
授
に
お
取
次
ぎ
い
た
だ
き
、
東
寺

宝
物
館
関
係
者
各
位
の
ご
高
配
に
よ
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
２9
）
賢
宝
撰
『
即
身
義
密
談
鈔
抜
萃
』
の
う
ち
、「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に

関
係
す
る
項
目
と
し
て
、
七
十
「
印
言
同
時
事
」、
七
十
一
「
五
処
加

持
事
」、
七
十
二
「
法
華
軌
一
縁
一
相
事
」、
七
十
三
「
三
縁
慈
悲
事
」、

七
十
四
「
五
秘
密
軌 

普
賢
金
薩
事
」、
七
十
五
「
普
賢
三
摩
地
等
事
」、

七
十
六
「
変
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
事
」、
七
十
七
「
従
一
切
如
来
心

事
」、
七
十
八
「
従
仏
口
生
事
」、
七
十
九
「
心
要
雖
証
薩
埵
正
位
而

見
惑
未
除
文
事
」、
八
十
「
灌
頂
受
職
即
身
成
仏
軌
則
事
」、
八
十
一

「
薩
埵
事
」、
八
十
二
「
天
台
煩
悩
即
菩
提
法
門
事
」、
八
十
三
「
不
染

生
死
不
住
涅
槃
事
」、
お
よ
び
八
十
八
「
増
上
縁
事
」、
八
十
九
「
三

密
即
三
身
事
」、
九
十
「
毘
盧
遮
那
三
身
果
位
事
」
が
あ
っ
た
。

（
30
）
宥
快
に
は
、
他
に
『
即
身
義
問
題
』
全
二
巻
が
あ
り
、
下
巻
十
丁
右

～
十
一
右
に
「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
関
す
る
問
答
も
見
ら
れ
た
が
、

不
読
に
関
わ
る
証
文
に
言
及
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
論
の
検
討
か
ら

は
除
い
た
。

（
31
）『
真
全
』
第
一
三
巻
二
七
三
頁
上
段
～
二
八
八
頁
上
段
。

（
32
）『
真
全
』
第
一
三
巻
二
八
二
頁
上
段
。

（
３3
）『
真
全
』
第
一
三
巻
二
八
五
頁
上
段
。

（
３4
）
近
時
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
十
巻
章
』
は
、

主
に
堅
康
本
・
弘
現
本
を
底
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

堅
康
本
と
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
再
治
版
の
「
十
巻
章
」

に
も
と
づ
き
、
長
彦
房
堅
康
（
一
七
六
九
～
？
）
が
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
に
智
積
院
で
加
筆
十
巻
章
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
弘

現
本
と
は
、
智
積
院
第
四
十
世
の
義
観
房
弘
現
（
一
八
一
八
～
一
八

七
八
）
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
頃
、
講
讃
・
講
筳
に
も
と
づ

き
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
智
積
院
史
』
に
よ
れ
ば
、
弘
現

は
翌
年
、『
即
身
義
講
筳
録
』
を
撰
述
し
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
緊

密
な
関
係
が
予
想
さ
れ
る
。

	
　

な
お
本
論
執
筆
に
あ
た
り
、
智
山
書
庫
所
蔵
『
十
巻
章
』
の
堅
康

本
・
弘
現
本
を
、
特
別
な
ご
高
配
に
よ
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
の
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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（
３5
）
智
山
書
庫
所
蔵
「
即
義
義
」（
享
保
十
七
年
再
治
版
：
堅
康
本
・
弘
現

本
）
十
二
丁
右
の
冠
注
。

（
３6
）『
智
山
全
書
』
第
八
巻
二
四
頁
上
段
。

（
３7
）
⑨
浄
厳
『
冠
註
即
身
成
仏
義
』
は
、
全
書
等
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

猪
股
清
郎
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
版

本
の
和
綴
じ
複
写
本
を
拝
領
し
た
。
こ
こ
に
記
し
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
３8
）
版
本
『
冠
註
即
身
成
仏
義
』
下
巻
七
丁
右
～
二
一
丁
左
。
こ
の
う
ち

【
即
①
】
は
同
九
丁
右
～
、【
即
②
】
は
十
二
丁
右
～
、【
即
③
】
は
十

三
丁
左
～
、【
即
④
】
は
一
九
丁
右
～
に
説
か
れ
る
。

（
３9
）
浄
厳
は
、
本
文
「
纔
見
曼
荼
羅
…
種
金
剛
界
種
子
」
に
対
し
て
、「
灌

頂
道
場
に
入
り
て
五
秘
密
の
曼
荼
羅
を
見
る
な
り
」、
ま
た
「
具
受
灌

頂
受
職
…
超
越
二
乗
十
地
」（
同
十
六
丁
左
）
に
対
し
て
「
已
下
は
正

し
く
印
明
を
伝
授
す
る
よ
り
已
後
の
相
な
り
。
灌
頂
小
壇
の
儀
式
、

是
れ
な
り
」（
同
十
七
丁
左
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
40
）『
真
全
』
第
一
三
巻
四
百
七
頁
上
段
～
四
三
九
頁
上
段
。
こ
の
う
ち
【
即

①
】
四
一
二
頁
上
段
～
、【
即
②
】
四
一
六
頁
下
段
～
、【
即
③
】
四

一
九
頁
下
段
～
、【
即
④
】
四
三
三
頁
下
段
～
に
説
か
れ
る
。

（
41
）『
智
山
全
書
』
第
八
巻
四
〇
四
頁
下
段
～
四
〇
五
頁
上
段
。

（
42
）『
智
山
全
書
』
第
八
巻
四
〇
五
頁
上
段
。

（
４3
）『
豊
山
全
書
』
第
七
巻
一
三
六
頁
上
段
～
一
六
六
頁
下
段
。
こ
の
う
ち

【
即
①
】
一
四
二
頁
上
段
～
、【
即
②
】
一
四
二
頁
下
段
～
、【
即
③
】

一
四
五
頁
上
段
～
、【
即
④
】
一
五
六
頁
下
段
～
に
説
か
れ
る
。

（
４4
）『
豊
山
全
書
』
第
七
巻
一
四
六
頁
下
段
。

（
４5
）
妙
瑞
に
は
、
こ
の
他
に
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
著
し
た
『
即
身

成
仏
義
身
心
帝
網
鈔
羽
翼
自
考
記
』
が
あ
り
、『
続
真
全
』
第
一
七
巻

に
収
録
さ
れ
る
が
、
本
論
の
テ
ー
マ
と
合
致
し
な
い
内
容
の
た
め
省

略
し
た
。

（
４6
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
七
七
頁
下
段
～
三
〇
二
下
段
。
こ
の
う
ち
【
即

①
】
二
七
八
頁
下
段
～
、【
即
②
】
二
八
一
頁
上
段
～
、【
即
③
】
二

八
四
頁
上
段
～
、【
即
④
】
二
八
九
頁
上
段
～
に
説
か
れ
る
。

（
４7
）『
続
真
全
』
第
一
七
巻
二
八
五
頁
下
段
。

（
４8
）『
豊
山
全
書
』
第
八
巻
五
二
頁
上
段
～
六
四
頁
下
段
。
こ
の
う
ち
【
即

①
】
五
四
頁
上
段
～
、【
即
②
】
五
六
頁
上
段
～
、【
即
③
】
五
八
頁

下
段
～
、【
即
④
】
六
四
頁
上
段
～
に
説
か
れ
る
。

（
４9
）『
豊
山
全
書
』
第
八
巻
五
九
頁
下
段
。
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